
編

集

後

記

▼
今
号
の
特
集
の
テ
ー
マ
は
集

落
支
援
員
。そ
し
て
、記
事
を
書

く
に
当
た
っ
て
、私
の
中
で
の

も
う
一
つ
の
テ
ー
マ
は
笑
顔
で

し
た
。取
材
を
通
し
て
た
く
さ

ん
の
笑
顔
に
出
会
う
こ
と
が
で

き
、私
も
笑
顔
に
。ニ
ヤ
ニ
ヤ
し

な
が
ら
編
集
す
る
私
を
見
て
同

僚
か
ら
の
一
言
、「
大
丈
夫
で
す

か
」。怪
し
く
見
え
ま
す
が
多
分

大
丈
夫
で
す
。（
高
橋
）

▼
カ
ヌ
ー
・
Ｓ
Ｕ
Ｐ
教
室
を
取

材
。事
務
局
が
操
縦
す
る
モ
ー

タ
ー
付
き
の
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て

参
加
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
川

を
下
り
ま
し
た
。ボ
ー
ト
の
後

ろ
か
ら
舞
い
上
が
る
水
し
ぶ
き

が
太
陽
の
光
を
浴
び
て
キ
ラ
キ

ラ
と
輝
く
様
子
が
と
て
も
き
れ

い
で
し
た
。私
も
い
つ
か
ボ
ー

ト
を
操
縦
し
て
み
た
い
で
す
。

（
木
戸
浦
）

▼
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は「
広
報
と
め
」の
音
声
デ
ー

タ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
ハ
ー
ト

ウ
ェ
ー
ブ
」の
皆
さ
ん
が
、心
を

込
め
た「
声
の
広
報
」を
届
け
て

く
れ
て
い
ま
す
。毎
回
添
え
ら

れ
る
会
員
の
皆
さ
ん
の
す
て
き

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
、ぜ
ひ
お
聞
き

く
だ
さ
い
。（
渡
邊
）

　「自分を育ててくれたふるさとに恩返しがした
かった」と話す登

と よ ま

米診療所院長の高橋裕一さん。
　高校卒業までの18年間を登米町で過ごした高
橋さんは「当時を振り返かえると、人と人との距離
感がちょうど良く、過ごしやすい地域だった」と話
す。栃木県の自治医科大学で医学を学び、卒業後は
宮城県内の病院や大学で内科医やリウマチの研究
員として活動。2003年に、利府町に診療所を開設
して経験を重ねた。知識と技術を身に付けるうち
に「いつか生まれ育った登米町で、患者さんに寄り
添った医療を提供する診療所を作りたい」と夢を
抱くようになり、18年から休診していた市立登米
診療所の施設を借り受け、今年５月、診療を開始し
た。

　登米診療所を地域住人の安心した生活を支える
存在にしていきたいという思いで、自身の専門で
あるリウマチの治療だけでなく、総合内科として
患者を受け入れている。「地域に根ざした診療所の
利点は、医師と患者の距離が近く、症状の変化にい
ち早く気付けることだと思います。一人一人の心
に寄り添った診療を心がけていて、患者さんの症
状が改善し、笑顔になってもらえることが大きな
喜び」と語る。
　「地域との交流が、健康で長生きするためには大
切。いずれは、地域の人が集まって、病気のことに
限らず、抱えている悩みなどを解消できる場所に
していきたい」と前を向く。高橋さんの診療所は、
これからも地域を癒やしていく。

（防犯や防災、市政に関する情報などを配信）
https://mail.cous.jp/tomecity/

（市政、イベント情報などを配信）
https://line.me/R/ti/p/%40972tqqam
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